
　今年は気候の変動により大きな災害や“あおり運転”という身

勝手な行動で尊い命が奪われてしまうなど悲惨な事故が相次い

で起こりました。

　それに比べ愛犬や愛猫達はいつも私達の心を和ませ人と人と

の心に大きな懸け橋を掛けてくれます。愛犬や愛猫が人と共存

できるのは、人に対して平等に誰にでも優しい心で接してくれるから

です。愛犬や愛猫のように人も心に“優しさ”という宝物を持って

いたいものです。

　1カ月前に裾野警察署の拾得物担当者からAdAMへ一本の電

話が入りました。「柴犬が交通事故で立てなくなっているので保護

しているが、そちらの病院で保護してもらえないか」という内容

でした。CT検査の結果、脊椎骨折による脊髄圧迫と左の股関節

脱臼が確認されました。激痛で立つことも出来ないが、とても

人懐こく優しい目が印象的な子でした。早速、スタッフは名前を

「AdAMふじ」とつけ可愛がりました。警察からは“拾得物”で2週間

は何もしてはいけないことを告げられました。

　早く処置をしないと脊髄の損傷が益々悪化しますが待つしか

ありません。一般社会では伴侶動物（ペット）は家族の一員として

認識されてはいますが、未だにペットは“物”扱いです。人間社会では、

介護犬、盲導犬、麻薬犬、警察犬、災害犬など多くの犬達が社会へ

奉仕しています。尊い命を持っているペットに対する“物”扱いの

法律を変えようと考えた議員はおりません。数十年、ペットの医療

に携わってきましたが今更に憤りが込みあげました。ようやく2週間

が経ち“ふじちゃん”は無事に手術が終わり再生医療の脂肪幹細

胞療法を行っています。今は痛みも取れ、その笑顔を見ていると

本当に心が癒されます。

　1年を振り返り、今年も力不足で助けられなかった患者さんや

危機一髪で助けられた患者さんなど多くのドラマがありました。

来年もスタッフ一同、“ふじちゃん”のような優しい心を持ち飼い主

さんと一緒に病気と闘っていきたいと思います。

　今年1年本当にありがとうございました。来年もどうぞよろしく

お願い申し上げます。
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院長　伊藤  博

AdAMに起こった小さな出会い
～愛犬や愛猫は命を持った“物”ですか？～

院長室からの富士山



最近の症例から AdAMには、さまざまな患者さんが訪れます。
その中から、最近の事例をご紹介します。

症例
紹介

橈尺骨(とうしゃっこつ)粉砕骨折・開放性骨折typeⅡ症例 2

■術前のCT画像 ■術前（上）と術後（下）■術後のレントゲン画像 段階的にインプラントを抜去

治療法：検査所見では、 意識レベル：清明、血液検査・超音

波検査・レントゲン検査にて腹部・胸部に明らかな異常は
認められなかった。左前肢は橈尺骨骨折粉砕骨折、 開放性
骨折であったため、皮膚裂傷部を治療し、CT検査を行い、
骨折の立体的位置の評価をした。その後5日間は抗生剤
療法を行い、全身麻酔下で骨折整復を行った。

本症例のような超大型犬の橈尺骨
骨折は非常にまれです。症例は術後
より、左前肢を使って歩行可能でし
た。現在も術後経過良好です。 

犬種：ジャーマン・シェパード♂　年齢：2才6カ月
臨床症状：2時間前に軽トラックと衝突、左前肢挙上を主訴に来院。

Dr.林

治療法：脊髄造影CT検査で第3-4頚椎間と第5-6頚椎間
に脊髄圧迫が認められた。麻酔リスクの高さ（ BCS 4.5/5、
短頭種症候群）、術後合併症を考慮し保存療法を行った。
脂肪幹細胞投与を週2回、計12回、同時に体重の減量を
行った。投与開始2か月後に起立可能となり、自力歩行、自力
排尿も可能となった。

犬種：パグ♂年齢：7才4ヶ月
臨床症状：1ヶ月前より四肢のふらつきが起こり、起立困難、
自力排尿不可となり来院。

自力排尿、排便が困難な
多発性頸部椎間板ヘルニアの脂肪幹細胞治療

症例1

当院では、皮下脂肪を無菌的に採取し脂
肪由来の幹細胞を分離、培養した後、静
脈に投与する治療を行っています。この
治療は幹細胞の持つ抗炎症作用、血管
新生、細胞分化による神経や組織の再生
及び修復の亢進が期待できます。

伊藤 院長

術直後 術後100日 術後132日

■投与前 ■投与後2ヶ月

長澤 検査師
ー 圧迫を受けている脊髄

CT画像:矢状面

CT画像:短軸面



治療法：画像検査で左右の子宮角が拡張しており、中に液体
の貯留が認められた。血液検査では白血球数と血小板数
の減少が確認され、敗血症・DIC（播種性血管内凝固症候
群）の状態であることが疑われた。緊急的な手術が必要と
判断されたため、子宮卵巣摘出手術を行った。

犬種：ラサ・アプソ♀　年齢：4歳11か月
臨床症状：3週間前から発情出血が続き、来院前日から
だんだん元気がなくなり当日朝から全く食欲がなくなった
と来院。検査の結果、敗血症を伴う子宮蓄膿症と診断。

子宮蓄膿症は緊急性が高く命に関わる
危険な病気です。たとえ手術が成功しても、
その後回復できずに命を落としてしまう
可能性もあります。このような病気を避
ける為にも、妊娠を望まない場合は早め
に不妊手術を受けることが推奨されます。

食道内異物（リンゴ）の内視鏡摘出症例 3

敗血症を伴う子宮蓄膿症症例 4

■超音波検査

膀胱

子宮角

子宮内部
子宮頸部

膣

尿管

■この断面を切り取って
超音波で見た図。
Ut:子宮。内腔に黒く液体が映っている。

Dr.小川

犬種：シェットランド・シープドッグ♀　年齢：10歳
臨床症状：リンゴを食べさせてから頻回の嘔吐。喉に何か
詰まっている様子で嘔気が止まらないため来院。

治療法：レントゲンで食道内に異物（リンゴ）による閉塞所見。
内視鏡による摘出を行った。異物が詰まっていた部位には
広範囲に食道粘膜の損傷が認められた。

■食道内に詰まったリンゴ。
異物鉗子などを使って崩し
ながら少しずつ摘出。

■胃の中の様子。
大きな塊（左下）は、内視鏡
で胃の中に押し込んだ。今回のケースでは幸い事なきを得ま

したが、術後の食道炎・食道拡張に
よる慢性嘔吐に悩まされるケースや
最悪の場合、食道穿孔により命を落
とすケースもあるので、自宅で与える
ものには注意が必要です。

Dr.古川

治療法：当センターで最先端のがん治療である動注化学塞栓
療法（足の付け根の動脈から、カテーテルを腫瘍の栄養動脈
に挿入し、抗がん剤と塞栓物質を注入）を実施した。

動注化学塞栓療法を行った犬の甲状腺癌症例 5

犬種：ミニチュア・ダックスフンド♀　年齢：12歳
臨床症状：飲水後にむせることから、頸部のしこりを発見され
甲状腺癌と診断。東京都内のいくつかの動物病院で手術や放射
線治療は困難でもう対処法がないといわれ、当センターを受診。

■血管撮影装置（アンギオ）を用いた施術風景

実施後数週間で、明らかな腫瘍の
縮小と症状の改善が認められ、以前
と変わらない元気さが戻っています。

小林 副院長

■実施前の血管造影
腫瘍内に血流が豊富に認められる

■実施後の血管造影
腫瘍への血流がほとんど途絶されている



■レシピ

①だし汁を作る（水400㏄に鰹節を一握り入れ沸騰する前に鰹節を出す）

②豚バラ肉、生揚げは1㎝角に切っておく

③大根、人参、小松菜は細かく刻む（みじん切りでもOK）

④じゃがいもは茹でて皮を剥いて1㎝角に切る

⑤お鍋にごま油を入れ豚バラ肉を先に炒める。お肉に火が通ったら③と④を入れる

⑥味噌で味をつけ、ごはんを入れ煮込んだら完成

⑦仕上げに桜エビをトッピングする

 豚バラ肉
大根
人参
小松菜
じゃがいも
生揚げ
味噌
ごま油
だし汁
ごはん
桜エビ（乾燥）

60ｇ
20ｇ
20ｇ
20ｇ
10ｇ
20ｇ
3ｇ
5ｇ

400㏄
20ｇ
適量

材料 分量

特別協賛

Tel. 055-988-1660　http://www.adam-c.com
伊豆縦貫道 長泉インターすぐ 〒411-0934 駿東郡長泉町下長窪1075
診療受付時間 9:00～12:00／16:00～21:00   予約診療制・年中無休（毎週水曜日は終日オペ日となります）
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facebook
始めました！

　冬本番になり、寒くなってきましたね。体が温まる「豚
汁」は、ビタミンBを豊富に含む豚肉入り。お味噌は大豆
たんぱく質が酵素によって加水分解されて消化吸収され
やすくなっています。だしから作るので風味が良く、わ
んちゃんだけでなくねこちゃんにもおすすめの一品です。

手作り入院食 “豚汁”
AdAMからのお知らせ からだが暖まる

隣接する大型ショッピングセンター「ウェルディ長泉」に、AdAM
が監修する「コンシェルジュ ペットショップ AdAM」がオープン。
トリミングサロン、安全安心な手作りフード、伊藤院長おススメ
の機能性ハーネスなどなど、豊富な品揃えでお待ちしております。

■ お問合せ 055-928-5454
■ 定 休 日 年中無休 ※
  ※設備点検のため年2回休業

■ 営業時間 10：00～20：00
■ 駿東郡長泉町下長窪1076
 ウェルディ長泉2F

AdAM監修のペットショップがオープンしました！


